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紹
　
介

高
山
善
行
著

『
日
本
語

モ
ダ
リ
テ
ィ
の
史
的
研
究
』

米
　
田
　
達
　
郎

テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
や
指
示
詞
な
ど
に
つ
い
て
は
現
代
語
を
対
象
と
し
て

精
緻
な
報
告
が
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
成
果
は
古
典
語
を
対
象
と
し
た
研
究

に
も
応
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
モ
ダ
リ
テ
ィ
は
現
代
語
に
関
す
る
研

究
は
進
ん
で
い
る
が
、
古
典
語
を
対
象
と
し
た
場
合
は
必
ず
し
も
十
分
と
は
い

え
な
い
状
況
に
あ
る
。
そ
れ
は
古
典
語
を
対
象
と
し
た
モ
グ
リ
テ
ィ
研
究
が
個

別
語
や
意
味
論
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
構
文
的
さ
ら
に
は
体
系

的
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い
合
わ
せ
る
と
す
ぐ
に
理
解

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
に
対
し
て
、
古
典
語
、
特

に
平
安
時
代

（以
下
中
古
語
と
よ
ぶ
）
の

「判
断
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
」
に
つ
い
て
現

代
語
と
対
照
し
、
構
文
的
に
考
察
を
行
う
。
中
古
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
を
体
系

的
に
論
じ
て
い
る
点
で
画
期
的
な
内
容
で
あ
る
。

本
書
は
、
第
１
部

文
と
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式

〔第
１
章

モ
グ
リ
テ
ィ
形
式
の

承
接
関
係
、
第
２
章

従
属
節
と
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
、
第
３
章

係
り
結
び
と
モ

ダ
リ
テ
ィ
形
式
、
第
４
章

中
古
語
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
階
層
構
造
、
第
５
章

疑
間

表
現
と
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
、
第
６
章

仮
定
表
現
と
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
、
第
７
章

否
定
表
現
と
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
、
第
８
章

文
表
現
と
モ
グ
リ
テ
ィ
形
式
〕、
第

２
部

モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
の
特
性

〔第
１
章

ナ
リ
論
争
の
学
史
的
意
義
、
第
２

章

連
体
ナ
リ
と
終
止
ナ
リ
の
差
異
、
第
３
章

連
体
ナ
リ
と
体
言
ナ
リ
の
差
異
、

第
４
章

ベ
シ
の
多
義
性
を
め
ぐ
っ
て
、
第
５
章

メ
リ
、
終
止
ナ
リ
と
テ
ン
ス
、

第
６
章

ム
と
マ
シ
の
対
立
を
め
ぐ
っ
て
、
第
７
章

ラ
ム
の
特
質
、
第
８
章

ザ

ラ
ム
・
ジ

・
マ
ジ
〕
、
付
章

叙
法
副
詞
の
構
文
的
機
能
と
意
味
、
以
上
の
構
成

か
ら
な
る
。

第
１
部
で
は
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
の
相
互
関
係
、
従
属
節

・
係
り
結
び
と
モ

ダ
リ
テ
ィ
形
式
と
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
、
中
古
語
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
階
層
構
造

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（第
１
章
～
第
４
章
）。
こ
れ
は
文
構
造
の
観
点
か
ら
中
古

語
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
を
捉
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
次
い
で
文
表
現
の
観
点

か
ら
、
疑
問
表
現

・
仮
定
表
現

。
否
定
表
現
と
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
と
の
関
係
を

論
じ
て
い
る
（第
５
章
～
第
８
章
）。
第
１
部
は
第
２
部
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ

る
と
同
時
に
、
中
古
語
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
の
全
体
を
見
渡
す
た
め
の
総
論
と

な
っ
て
い
る
。

第
２
部
で
は
、
個
々
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
、
そ
し
て

第
１
部
で
の
成
果
に
立
ち
戻
り
中
古
語
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
体
系
化
を
図
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
第
２
部
の
各
章
に
共
通
す
る
方
法
で
あ
る
〈第
１
章
は
除
く
）。
第
２
部
で

は
、
ま
ず

「ナ
リ
」
の
問
題
を
中
心
と
す
る

（第
１
章
～
第
３
章
）。
第
１
章
で
は

い
わ
ゆ
る

「ナ
リ
論
争
」
を
取
り
上
げ
、
近
世
以
来
の
研
究
を
ま
と
め
る
形
で

「ナ
リ
」
に
関
す
る
現
時
点
に
お
け
る
研
究
の
課
題
を
意
味

。
構
文
な
ど
の
面

か
ら
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
第
２
章
で
は
、
「連
体
ナ
リ
と
終
止
ナ
リ
」
が
モ

ダ
リ
テ
ィ
の
相
互
承
接
や
係
り
結
び
、
従
属
節
内
で
ど
の
よ
う
な
振
る
舞
い
を

見
せ
る
か
を
検
討
し
、
そ
の
結
果
、
「連
体
ナ
リ
」
を
二
項
を
結
合
す
る
コ
プ
ラ

と
し
、
「終
止
ナ
リ
」
を
判
断
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
と
す
る
。
さ
ら
に
第
３
章
で
は
、

研
究
の
盲
点
と
な
っ
て
い
た

「連
体
ナ
リ
と
体
言
ナ
リ
」
と
の
関
係
を
論
じ
て

い
る
。
こ
こ
で
は

「連
体
ナ
リ
と
体
言
ナ
リ
」
と
が
意
味
的
に
コ
プ
ラ
で
あ
る

と
す
る
立
場
を
認
め
つ
つ
も
、
構
文
機
能
に
差
異
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

構
文
機
能
の
差
異
と
は

「体
言
ナ
リ
」
が
従
属
節
中
に
生
起
す
る
の
に
対
し
、

「連
体
ナ
リ
」
は
生
起
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「体
言
ナ
リ
」

は
節
構
成
レ
ベ
ル
の
コ
プ
ラ
で
、
「連
体
ナ
リ
」
は
文
構
成
レ
ベ
ル
の
コ
プ
ラ
で



あ
る
と
結
論
づ
け
る
。
第
４
章
以
下
で
は

「推
量
の
助
動
詞
」
で
あ
る

「
ベ
シ
・

メ
リ
・
ム
。
ラ
ム
。
ジ

ｏ
マ
ジ
」
な
ど
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
の
構
文
的
特
徴

や
意
味
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
（第
４
章
～
第
８
章
）、
第
１
部
で
の
成
果
を
踏
ま
え

て
中
古
語
モ
ダ
リ
テ
イ
の
体
系
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
章

で
も
場
合
に
応
じ
て
現
代
語
の
研
究
成
果
を
援
用
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
研
究

方
法
で
は
捉
え
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
成
功

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
第
７
章
で
は
準
体
句
中
に
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
全
般
が
生

起
し
に
く
い
の
に
対
し
て

「
ラ
ム
」
は
生
起
す
る
と
い
う
事
実
に
着
目
し
て
、

Ｆ
フ
ム
」
を
準
体
句
と
の
関
係
で
考
察
す
る
。
そ
し
て
、
「
ノ
ー
カ
ナ
構
文
」
や

「
ノ
ー
ナ
リ
構
文
」
と
の
比
較
か
ら

「ラ
ム
」
は
準
体
句
に
含
ま
れ
ず
に
、
準

体
句
の
外
に
あ
る
と
い
う
仮
定
を
提
出
す
る
。
こ
こ
で
現
代
語
の
ス
コ
ー
プ
の

概
念
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
ラ
ム
」
が

「連
体
ナ
リ
」
相
当
の
機
能
、

つ
ま
リ
モ
ー
ダ
ル
の
ス
コ
ー
プ
を
拡
大
す
る
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
、
先
の
仮
定
の
妥
当
性
を
強
調
す
る
。
第
７
章
は
古
典
語
に
と
ど
ま
ら
ず
現

代
語
の
理
論
を
も
応
用
し
、
「
ラ
ム
」
の
あ
り
方
の
一
つ
を
構
文
的
に
明
ら
か
に

し
て
お
り
、
著
者
の
論
法
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
結
論
は
非
常
に
刺
激
的
で
あ
り
、

史
的
対
照
と
い
う
方
法
の
有
効
性
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
る
。

本
書
で
は
、
各
章
に
問
題
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
今
後
の
研
究
の
方
向

性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
体
系
が
古
典

語
で
十
分
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の

こ
と
は
今
後
の
研
究
に
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。
古
典
語
モ
ダ
リ

テ
ィ
研
究
に
と
っ
て
必
読
の
書
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

（二
〇
〇
二
年
二
月
二
〇
日
発
行
、
ひ
つ
じ
書
房
、
三
二
四
頁
、
本
体
価
格

一

二
〇
〇
〇
円
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―
―


